














































































































































































































































































カテゴリー 年齢 1期 II緑 園期 全期
情報探索・　　　1～3歳（n・25）
　　参加行動　　4～6歳（n＝16）
42（1．68）
28（1．75）
ll：？：：1：］・ll：1：ll： 85（3．40）
73（4．56）
自己防衛行動　　1～3歳（n＝25）
　　　　　　　4～6歳　（n＝16）
69（2．76）
47（2．94）
68（2．72）
50（3．13）
61（2．44）
42（2．63）
198（7，92）
139（8．69）
助けを求める・　！～3歳（n＝25）
コン1・ローll行動　　　4～6歳（n・16）
38（1．52）
27（1．69）
30（1．20）
21（1．31）
34（！．36）
19（1．19）
102（4．08）
67（4ユ9）
1＝翻ll：：i諺：鵬11：：1：；1：］・11；：1：ll隣1：1；：ll：］・
合　計
全年齢（n＝41） 251（6．12）　　　2！4（5．22）　　　199（4．85）　　　664（16．20）
＊＝p＜0．05
考　察
　対処行動の特徴は，穿刺前の1期および穿刺中
の■期で助けを受け入れ参加しようとする行動や
納得する行動が多く示され，助けを受け入れつつ
納得して参加する傾向が認められた．穿刺後の皿
期では緊張して従いながら参加する，納得する行
動が多く示され，緊張しつつも前向きな参加姿勢
と納得感の得られる傾向が認められ，武田らの報
告Dとも共通する結果が示された．今回の対象児
は全員に医療処置経験があり入院経験も約半数と
いう事実から，採血や点滴という処置にある程度
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の予測をもって臨めていたことが考えられる．処
置時の体位は，全員母親の膝の上か椅子に腰かけ
て行うという座位で行い，仰臥位にして上から馬
乗りになって押さえつけるような方法ではなかっ
たことから，体位による恐怖感は軽減できたと推
測される．体位の工夫の効果は，吉田ら71や金子
ら9）の調査結果でも示されるように，子どもの恐
怖感を軽減し安心感を増すものであり，穿刺の安
全性や確実性も高い方法であると報告されており，
母親が抱っこして座位で行うことが前向きで納得
感の得られる参加姿勢につながったと推測される．
また，母親は自らの希望で処置に参加し，処置場
面での関わりも協力的な行動がみられており，子
どものサポート役として重要な存在であったと思
われる．
　発達段階による比較では年長児の方が年少児よ
りも説明を注意深く聞き，自ら参加しようとする
行動を示す『情報探索・参加行動』の多い傾向が
示された．これは「年長幼児の方が“視覚で処置
を確認したり，協力的行動をとる”割合が多かっ
た」という三原らの調査結果2）とも共通性があり，
認知能力の発達による適応力（同化と調整）1。）の
向上によるものと思われる．一方，穿刺中から穿
刺後における質問や身体での探索行動，他者によ
り緊張をとく行動はどの年齢においても全くみら
れなかったことから，緊張感の強い余裕のない状
況が推測され，心理的準備を強化する必要性が示
唆された．
　以上のことから，座位で母親の付き添いを伴っ
て行われる医療処置は，幼児において概ね前向き
な反応が認められた．今後は，母親の付き添いの
有無による幼児の反応の比較や子どもの処置に付
き添う母親への意識調査を行い，医療処置への参
加に対する母親の認識や希望の内容を具体的にし
ていく必要があると思われる．
おわりに
　A外来で母親の付き添いを伴って処置を受ける
幼児の対処行動の特徴は，以下のように示された．
1．穿刺前及び穿刺中は，助けを受け入れつつ納
得して参加する傾向が認められた．
2．穿刺後は，緊張しつつも前向きな参加姿勢と
納得感の得られている傾向が認められた．
3．発達段階別による比較では，穿刺中における
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『情報探索・参加行動』で年少幼児よりも年長幼
児の方が有意に多い対処行動数が認められた．
　本研究の一部は，第39回日本看護学会（小児看
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